
曲げせん断を受ける角形 CFT柱の銅繊維補強による靭性改善に関する基礎的研究

高張力鋼繊維軸力比最大せん断耐力

相対軸変位

1 はじめに

コンクリート充填鋼管(以下， CFT)柱の充填コンク

リートの高強度化に伴う靭性の低下を改善するため，

従来から多くの研究成果が蓄積されている高靭性の繊

維補強コンクリート例えば，1)に着目し，曲げせん断を

受ける角形 CFT柱の高張力鋼繊維補強による靭性改善

について実験的に考察している。

2.実験概要

2.1試験体

本実験の試験体は，表一1と図 -1に示す通しダイ ヤ

ブラム付き角形 CFT柱である。実験要因として，充填

モルタルの種類(充填モルタル無し，鋼繊維混入率 η
が0および輔のモルタノレ充填の 3水準)を取り上げ，

鋼管柱試験体， CFT柱および鋼繊維補強 CFT柱を各 1

体の合計 3体の試験体を作製した。

試験体の作製に際して，セメン トとして早強ポルト

ランドセメント，細骨材として豊田産の山砂(最大寸

法 5mm，表乾密度:2. 56g / c m3)および高張力鋼繊維

(直径 x繊維長:O. 62x30mm，フック付スト レート)を

使用して試し練りにより調合を決定した。なお，混和

剤として，高性能減水剤をセメントの使用質量に対し

て 3.0弘， 100倍希釈の消泡剤を高性能減水剤の使用質

量に対して O.3%添加した。本実験で用いたプレーンモ

表-1実験の概要

試験体外寸法 鋼管詳細

試験体記号
W/C 

(%vf ) 断面 横補 軸力比

(%) 寸法
高さ 肉厚T

強比 (N/NO) 

D(mm) 
H(mm) (mm) 

Pw(%) 

ST・COLID.企"2 ロ100 980 3.2 6.40 

VFOO-恥IFTC2 20 。。 ロ100 980 3.2 6.40 0.2 

VF40-MFTC2 20 4.0 口100 980 3.2 6.40 

[注JNO:CFT柱の1軸圧縮耐力。

正会員 O山本貴正 *1 同 関俊力 *2

同 川口 淳 *3 岡 山田和夫叫

ルタルおよび鋼繊維補強モルタノレの標準調合表を表ー2

に示す。

鋼管から採取した引張試験片の降伏点は 396N/mm2，

プレーンおよび鋼繊維補強モルタノレのそれぞれの標準

供試体の圧縮強度は 111および 107N/mm2である。

2. 2加力・測定要領

本実験で使用した加力装置を図-2に示す。試験体の

上端部に設置した2台のストローク 100mmの高感度変

位計で荷重一相対水平変位関係を測定，また表裏に設

置したストローク25mmの高感度変位計で軸変位一相対

水平変位関係を測定した。加力に際しては， CFT柱に

所定の一定軸力を加えた後に， 相対水平変形角 (以下，

変形角)が:t1/25rad (相対水平変位 d=:t39. 2mm)にな

るまで漸増正負繰返し逆対称曲げせん断載荷を行った

後に相対水平変位が 60mmで押し切 り載荷した。

3 実験結果 圃考察

3.1最大せん断耐力

最大せん断耐力(後掲図 -3第一象限参照)は，鋼

管にモルタルを充填することにより増大した。また，
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図-3せん断荷重一相対水平変位関係の実験結果
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(b) VFOO-M円C2試験体

図-4相対軸変位ーキ目対水平変位関係の実験結果

鋼繊維を混入した VF40-MFTC2は，鋼繊維補強無しの

VFOO-MFTC2と比べて最大せん断耐力が低くなる結果が

得られたが， この原因として，鋼繊維の混入によりモ

ルタル中の空気量が増加したことが考えられる 2)。

3. 2せん断荷重ー相対水平変位関係

図-3(a)一(c)に，本実験によって得られた鋼管柱およ

び CFT柱のせん断荷重 一相対水平変位関係を充填モノレ

タノレの種類別に示す。同図 (a)(b)より，鋼管にモノレ

タノレを充填すること により 繰返し載荷に伴う耐力低下

が小さくなり ，靭性が増大していることがわかる。ま

た，同図 (b)(c)より ，モルタルを充填した CFT柱は，

鋼繊維の混入有無に関わらず大変形領域を含めて安定

したせん断荷重 相対水平変位関係を示すこ とが認め

られる。ただし，鋼繊維補強無しのVFOO-MFTC2は，相

対水平変位が:!:39.2剛(変形角=:!:1/25rad)で最大耐力

に到達し，その後の押し切り載荷時に耐力低下を示し

ているが，鋼繊維有りの VF40-MFTC2は，相対水平変位

が 60mm(変形角=1/16rad)まで耐力低下することなく，

鋼繊維混入による靭性改善効果が確認できる。

3. 3相対軸変位一相対水平変位関係

図-4(a)一(c)は，前掲図-3の縦軸を相対軸変位に置き

換えている。同図 (a)(b)より ，鋼管にモルタノレを充填

することにより耐荷性能が増大していることがわかる。

また，同図 (b)(c)より ，CFT柱は， +39.2mm (変形角 =

土1/25rad)までの加力では，鋼繊維混入による違いは

ほとんど認められないが，その後の 39.2mmへ向かう

加力中に鋼繊維補強無しの VFOO-MFTC2の相対軸変位が

急激に増大しており ，耐荷性能に対する鋼繊維混入に

よる効果が確認できる。なお，通常の鋼繊維補強無し

の CFTは，軸力比が大きいほど，鋼管柱のように，大

変形領域において，軸変位が発散しやすくなるため，

今後は，この変形に及ぼす鋼繊維補強の影響を検討す

る予定である。

4. おわりに

曲げせん断を受ける角形 CFT柱の銅繊維補強による

靭性改善を実験的に確認した。 今後は，試験体数を増

やし，本報で得られた知見をよ り深める予定である。
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